
 

女子高生向け理学探究活動推進事業 COCOUS-R（1）中間発表会 

（1）https://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/research/outreach/cocousr/2023/apply 

（京都大学理学部） 

日時；2023年 8月 8日(火) ～9日（水） 

場所；京都大学理学部（2）
（2）（https://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja） 

参加生徒；高校 2 年生女子 3名＋オンライン参加女子 1名 計 4名 

他校リストは下記参照 

 

【内容】 

8月 8日（火） 

8時 00分   新横浜駅集合 

8時 30分   新横浜発 → 京都駅着 → 京都大学理学部着 

11時 30分   ポスター設置及び発表準備 

12時 00分～12時 45分 ランチ（学食利用＆大学生協購買で買い物） 

 

COCOUS-R中間発表会 開始 

13時 00分～16時 30分  口頭発表 

16時 30分～18時 00分  ポスター発表 （教員；研究協議） 

 

8月 9日（水） 

 8時 30分  集合（京都大学理学部） 

    8時 45分～10時 30分 分析化学実験・実習（TLCを用いた色素分離実験） 

    10時 45分～12時 30分 ポスター発表 

COCOUS-R中間発表会 終了 

 

    14時 00分～16時 30分 フィールドワーク実習（京都水族館にて） 

    17時 30分 京都駅発 → 新横浜駅着 解散 

 

 

女子高生向け理学探究活動推進事業 COCOUS-R 2023年 参加校一覧（3） 

（3）https://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/research/outreach/cocousr/2023/list 

 

https://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/research/outreach/cocousr/2023/apply
https://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja
https://www.sci.kyoto-u.ac.jp/ja/research/outreach/cocousr/2023/list


北海道  道立旭川西高等学校 市立札幌開成中等教育学校 

秋田県  県立秋田中央高等学校 

茨城県  県立竜ヶ崎第一高等学校 

千葉県  学校法人市川学園 市川高等学校 

東京都  都立戸山高等学校 

神奈川県  県立厚木高等学校 

京都府  市立堀川高等学校 

大阪府  学校法人大阪医科薬科大学 高槻高等学校 

兵庫県  県立姫路東高等学校   県立尼崎小田高等学校 

奈良県  県立青翔高等学校 県立奈良高等学校 

和歌山県  県立向陽高等学校 

鳥取県      学校法人鶏鳴学園 青翔開智高等学校 

岡山県      学校法人ノートルダム清心学園 清心女子高等学校 

広島県      国立大学法人広島大学附属高等学校 

徳島県      県立脇町高等学校 

愛媛県      県立松山南高等学校 

福岡県      県立香住丘高等学校 

鹿児島県      県立甲南高等学校 

 

 

 この事業は、昨年度 2月にエントリー開始で、京都大学理学部の大学院生や大学生が高校生の探究活

動のサポートや相談、メンター的な役割をしていただき、4月から 1年間かけて 2週間に一回程度の割

合でオンラインサポートをしてくれるものです。 

厚木高校の２年生ではヴェリタスⅡの探究活動があるので、それを見越して当時 1 年生の女子生徒

（現 2年生）が立候補しました。無事 3月に採択通知が届き、彼女は「オーロラ発生のメカニズム」に

ついて研究し始めました。規模が大きい実験なので当初はなかなかうまく行かず、理論だけをいろんな

ものからかき集め、実験をするまでには至りませんでした。8 月の中間発表までにどうにか実験方法の

目途がつき、仮説と実験方法までは立てましたが、中間発表に実験結果をもっていくとはできませんで

した。ヴェリタスⅡも今回の事業も 1年間を通しての探究の成果なので、この中間発表で大きな結果を

発表する必要はありませんが、少しでも実験したことを発表できたらな、と悔しい思いをしたようです。 

ただ、発表を通して他校の生徒や大学生、教授の皆様からいろいろアドバイスをいただけたり、質問

したり、また、他校の発表を見て刺激を受けたり学ぶことが多かったりと、収穫は多かった企画でした。 

引率者（杉原）自身も他校 SSH指定校の先生方と情報交換・共有でき、また、今回の企画の主催者で

ある京都大学理学部の先生の皆様とお話ができ、探究指導に関するアドバイスをいただけたり、悩みを

共有できたり、他校生徒の進路相談にのったり、といろんなことを経験することができました。 

翌日の分析化学実験では、TLCを用いた色素分離実験を行い、厚木高校では 2、3年の生物の授業でも

同様のことをしているのですが、より多くの食品や生体サンプルから色素を抽出し実験に供したので、

とても興味深く、一緒に実験していた厚高生も、他校生も実験に大興奮でした。 

 午後の水族館におけるフィールドワークは、引率教員（杉原）の生物学を中心とした観察学習及び展

示資料読込みとその理解を、生徒が頭フル回転で頑張って取り組んでくれました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 今回の発表に用いたポスター 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（上）ポスター発表準備           参加校の様子               当日パンフレット 

（上）大学の門前で記念写真   国立大学ののどかな雰囲気        発表会場前で記念写真 

（左）朝早かったけど元気にピース 

※この後、爆睡していました。 

（右）「先生、実家のお土産です、どうぞ」 

って言って渡してくれました。 

ありがとう。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

いろんな色素を使った TLC実験 

オンライン発表との併用 

オンラインで説明中 

現地で説明中 

（上）ポスター発表の様子   夕食は大学近くの大盛り定食屋さん           京都の夜と朝の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【参加生徒の感想等】 ※一部抜粋 

・この研究見たことあるな、というものがあっても、今回参加していた人たちの方が 1歩先に進んでい 

たり、深いところまで目をつけていたりして、そういう考え方や解決方法もあるのかと学ぶことが出 

来ました。また、人の発表を聞いていて、やっぱり目的を明確にしないと人に伝わらないのだという 

ことや、簡潔にできるところは簡潔にした方が聞いている人にとってわかりやすいのだということな 

どを学ぶことが出来て、今回他の班に感じたことを自分のヴェリタスの発表にも活かせることがわか 

りました。 

・自分の研究を分かりやすく伝えることがどれだけ大変かを知った。また、事前のプレゼンでは、自分 

では気付けなかったことをたくさん質問してもらい、発見がたくさんあった。今後も、研究内容を知 

らない人に興味を持ってもらえるような発表をしていきたい。 

・様々な研究発表を聞いて、自分にはなかった視点や考えを知ることができました。企画に参加してい 

る方々は総じて学習意欲が高く、海外の研修に参加するなど自分から行動を起こしていることがすご 

いと思いました。私も彼女たちのように興味のあることには自ら応募し、行動したいと思います。二 

日目の実験では、緑色の植物の成分がほとんど同じだったことに驚きました。違う植物でも似通った 

機能を持つものは同じ成分を持つのだとわかりました。普段の授業ではできないことを学べてとても 

楽しかったです。 

（上）中間発表会修了証をいただきました。              ランチは趣のある天ぷら屋さんに寄り道 

（上）京都水族館での様子    海洋生物、環境等の知識や現物（魚たち）の形状や行動から、 

思考力を鍛える課題（杉原オリジナル＋京都水族館オリジナル） 

に生徒は取り組みました。 



・日本各地の高校生で、研究をしている人と触れ合うことは、私にとって良い刺激になりました。初日 

の中間発表では、改めて研究することの素晴らしさを実感できました。また、発表を聞く中で、ヴェ 

リタスの評価基準をクリアすることが、どれだけ大切で難しいかが分かり、これからの研究、発表に 

つなげたいと思いました。2日目の化学実験では、生物の生息環境と色素の関係などを考えることが 

でき、改めて生物の可愛さを感じました。 

 

 

【京都大学以外での感想】 ※一部抜粋 

・普段だったら見て終わるような街の風景や、水族館などで知らなかった知識などを新たに学ぶことが 

出来て良かったです。京都の和風な街並みの中に、外国のお店やたくさんの観光客が溢れていて、違 

う世界に来たような感覚を味わうことが出来ました。水族館では綺麗だな、という感想だけで回るの 

ではなく、この魚はこういう理由でその形をしているのだということを学ぶことができました。とて 

も楽しく、参加してよかったです。 

・ポスター発表を聞いてくれた人からすごい！と言ってもらえたと知って、とても嬉しかった。フィー 

ルドワークでは（杉原）先生の豆知識やクイズを通して、新たな知識を得ることができたうえ、自分 

で考えて答えを導き出したことで思考力も上がった気がします。普段からちょっと気になるけど、そ 

のままで終わる疑問を解決できて楽しかったです。特にふぐの身の守り方(針で守ったり、毒で守っ 

たり。だから針がある種類は毒を持たないものが多い)という話が印象に残っています。実はオオサ 

ンショウウオを写真でしか見たことがなかったので、あんなに迫力があるのかと驚きました。 

・初日の夜に、街を散歩した際は、自分たちが普段歩かないようなところに連れて行っていただき、新 

しい発見でした。歴史や人々の暮らし、地理が絡み合って街ができていることを実感しました。水族 

館では、杉原先生のガイド付きで、とてもおもしろかったです。知識がつながっていく感覚があり、 

嬉しかったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 京都水族館のペンギン展示の壁 


